
　
今
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、
合
資
会
社
下
麦
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材
店
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ボ
リ
！
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ょ
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概
要

　
当
社
は
、
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85
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に
わ
た
り
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を
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め
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内
各
地
で

建
築
資
材
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宅
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構
工
事
を
行
っ

て
き
た
資
材
・
建
材
店
で
す
。

家
を
丸
ご
と
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

の
は
予
算
的
に
厳
し
い
！
な
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応
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ッ
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レ
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カ
所
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リ

フ
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ム
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ご
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承
っ
て

い
ま
す
。

時
代
・
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ー
ズ
に
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っ

た
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品
を

　
創
業
当
初
は
、
赤
レ
ン
ガ
の

製
造
・
販
売
を
主
に
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
レ
ン
ガ
製
品
の
納

品
の
際
に
、
資
材
・
建
材
の
移

送
も
頼
ま
れ
て
い
た
所
か
ら
発

展
し
て
、
自
社
で
も
建
材
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
製
造
・
販
売
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
建
築
物
の
外
観
デ
ザ

イ
ン
は
、
お
客
さ
ま
に
よ
っ
て

千
差
万
別
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
お
一
人
ず
つ
の
オ
ー
ダ
ー

に
合
っ
た
商
品
を
ご
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
現
場
で
作
業
さ

れ
る
事
業
者
向
け
の
資
材
も
、

多
数
の
ご
要
望
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
約
１
万
点
以
上
の
在
庫
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
建
材
の
こ
と
な
ら
、
下
麦
建

材
店
に
相
談
す
れ
ば
大
丈
夫
！

そ
ん
な
お
声
に
支
え
ら
れ
、
現

在
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
元
に
愛
さ

れ
る
企
業
で
在
り
続
け
る
た

め
、
大
小
を
問
わ
ず
、
地
域
の

方
々
の
お
困
り
事
の
相
談
を
受

け
、
考
え
、
提
案
を
し
て
い
く

こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
形

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　大阪などで修行を積み、昨年 11 月
に念願の洋菓子店をオープンしまし
た。たっぷり季節のフルーツと２種類
のクリームを全粒粉生地で包んだク
レープが看板メニュー。その他、シフォ
ン、オムレットなどの焼菓子もご用意
しております。地元の旬の果物を使っ
た数量限定品もございますので、皆さ
まぜひ、お気軽にお立ち寄りください。

●所在地／御陵下町 5473-7
　 080（5864）3351
●営業時間／ 10:00〜 18:00
●定休日／月・火曜日
　　　　　（祝日の場合は営業）
●駐車場／５台
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起業者応援！

今月の起業人び と A
ア ン テ ィ ー ク

ntique 〜クレープと焼菓子のお店〜

▲下麥代表取締役（写真後列右から１人目）と社員の皆さん。
　皆さまのニーズに合った住宅資材・建材を多数取りそろえています。
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　２月５日（金）、㈱技建本社（尾白江町）で、少年自
然の家が同企業からの寄附金で購入した 45 台のモ
トクロス自転車の活用状況の報告を行いました。
　この寄附金は、平成 28 年度から「薩摩川内市の
青少年の健全育成」を目的として寄附されているも
の で、 自 転 車 は
夏・冬のアドベン
チャー事業を中心
とする少年自然の
家のさまざまな事
業に役立てられて
います。

青少年の健全育成に役立てます郷土を知り、地方創生のアイデアを発表
　２月８日（月）、川内商工高校で、地方創生プロジェ
クトの発表会が行われました。これは、地域協働学
習として行われたもので、映像の専門家である榎

えのきだ

田
竜
りゅうじ

路氏を講師に招き、健康をテーマに本市および近
隣地域の資源に関して生徒が取材し制作した映像を
発表しました。発表会には市内の企業も参加し、生
徒目線の新たな価値感に共感していました。

　１月 18 日（月）、28 日（木）、29 日（金）の３日間
にかけて、市内の３幼稚園、小・中学校、義務教育
学校 20 校の給食で鹿児島県産牛肉を使ったサイコ
ロステーキ約 7,630 食（約 398㎏）が献立に登場しま
した。これは、川内食肉事業協同組合がコロナ禍で
肉の消費が伸びず困っている県内の畜産農家を支援

畜産農家と地域の子どもたちに元気を　県産牛肉提供
するとともに、子どもたちに牛肉を食べて元気をつ
けてほしいという思いから企画されたものです。サ
イコロステーキを頬張った子どもたちは、次々に「お
いしい」と口にしていました。
　また、２月５日（金）には、同組合の活動に対し、
市から感謝状が贈呈されました。

お花のある暮らしはいかがですか？
　２月 12日（金）～ 22日（月）、川内駅改札前で、ロ
スフラワーを活用した花の展示が行われました。こ
れは、新型コロナウイルスの影響で冠婚葬祭やイベ
ントなどの自粛が相次ぎ、花の消費が減ったため、
家庭での花消費拡大のために企画されたものです。
市内３軒の花農家で生産された花々が色鮮やかに構
内を彩りました。

※ロスフラワーとは：規格外で市場出荷のできない花のこと

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

　２月 16日（火）、高齢者サロン（祁答院町黒木）で、
コケのテラリウム作りが行われ、黒木地区地域おこ
し協力隊員の下

しも

村
むら

大
だい

樹
き

さんが、コロナ禍により自粛
生活を強いられている参加者にとって楽しめる趣味
になればと企画したもので、11人の参加者は、持参
した皿に思い思いのコケテラリウムを作成しました。

オリジナルのテラリウムを作りました

※テラリウムとは：植物などをガラス容器などで栽培する技術のこと
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